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II 位 置

馬場西遺跡は上野盆地の一部を構成する比自岐の小盆地に位罹する。 この比自岐盆地内は、 盆

地北辺の比自岐川と南辺の領主谷川とが西流し、 合っして枡川の谷を過ぎ、 木津川（旧長田川）に

合流する。 当遺跡は、 比自岐盆地の南辺丘陵が北に張り出した、 その裾部の北面に立地する。

比自岐盆地の黎明期は縄文時代とすべぎであろうか。 ］ 王塚(22)南方の水田中(6 )から石鏃か1

点表面採集されている。

弥生時代も、 馬場西遺跡をはじめ、 北方に3ヶ所(3 -5)と摺見の北方で若干の遺物が出土し

ている。 比自岐盆地の周辺には、 後期の集落跡として著名なオ良遺跡も存在する。

古墳時代には、 石山古墳(21)等の前方後円墳が帆立貝式を含めて6基(19-24)、100基以上の円
② ③ 

墳と共に存在する。 前方後円墳の分布は偏在し、 北辺丘陵に4基存在するが、 東辺丘陵と水田中

には各1甚しか存在せず、 南辺丘陵には全く見られない。 前方後円墳を仮に1系か多系かを問わ

ず、 累代1基築造とすれば、 比自岐盆地に一定の完結性を想定可能だが、 むろんこれは単純計算
④ 

にすぎず、 今後の研究を期すよりない。

飛鳥時代以降も上寺遺跡(16)等が存在する。 仁和寺文書(872年）によれば、貞観寺の比自岐荘が
⑤ 

伊賀、 阿拝、 山田の3郡に存在したが、 その名称から、 伊賀におけるこの荘園の中枢は比自岐に

あったと考えられる。 また、 天喜4 (1056)年の藤原実遠の所領目録からも窺えるように、 条里が
⑥ 

施行 されていた。 比自岐盆地はNl6 ° Wの独自なブロックを形成している。 清岸寺西方の水田中に
⑦ 

は 「一之井」という古地名も残っており、 条里地域への灌漑がここから行なわれたと推定される。

式内社である比自岐神社は南面し、 条里とは不整合に鎮座する点も興味深い。 さらに、 神鳳紗に
⑧ 

よれば、 鎌倉時代初期前後に神宮の比自岐御厨が存在したとされ、 多様な勢力の支配が実現され

ていた事が窺われる。

中世以降は、 ほぼ集落ごとに寺院が見られ、 丘陵部に墓地が形成されている。 清岸寺には鎌倉
⑨ 

末葉に比定される特徴的な形式の石仏等も遺存し、 豊かな歴史的環境を物語っている。
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図3 補足調査区実測図(I : 150) 
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